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第25期(2016年度)SC経営士一次試験問題 

SC開発 
時間 60分   点数配分 100点 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項 
 

１．はじめに、受験番号(4桁)･氏名･ふりがなを記入し、受験番号に該当する番号をマー

クしてください。 
 

２．解答はすべて、解答用紙に記入してください。 
 

３．各問題とも解答のなかから最も適切な番号を選び、解答用紙の解答欄にその番号を

マークしてください。 
 

４．記入は必ず、ＨＢもしくはＢの黒鉛筆またはシャープペンシルで、  のなかを正

確に塗りつぶしてください(ボールペンは不可)。 
 

５．訂正は、プラスチック製消しゴムできれいに消し、消し屑を残さないでください。 
 

６．所定の記入欄以外には記入しないでください。 
 

７．解答用紙は、汚したり、折り曲げたりしないでください。 

 

 

＜記入上の注意＞ 
・マークの仕方  チェック 斜め  短い 細い ハミ出し  薄い 小さい 

［良いマーク］ ［悪いマーク］ 

 

 

 

 

 

 

 

✔  
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【第１問】〈配点６点〉 (解答番号は  １  から  ６  ) 

次の文章は、２０００年(平成１２年)以降のＳＣの開設状況やＳＣを取り巻く環境に関する記述である。空欄に最も

適切な用語を下記の表から選び、その番号を解答欄にマークしなさい。 
 

 

２００３年(平成１５年)以降、１ＳＣ当りの平均面積が増大しているが、これは、２０００年(平成１

２年)に  １  から  ２  に切り替わったことが要因の一つと考えられる。 

  １  は地域商店街の保護を目的としていたため、  ３  、閉店時刻、開店日、休業日数といっ

た店舗の営業形態に関する調整が主眼であったのに対し、  ２  は、設定された環境指針に基づき、

来店車両による騒音や交通渋滞、  ４  など、地域の生活環境を重視している点が特徴である。 

２００３年(平成１５年)から２００８年(平成２０年)まで、１ＳＣ当たりの平均面積は２万平方メー

トルを超えていたが、２００９年(平成２１年)から１ＳＣ当たりの平均面積は大きく減少している。こ

れは「まちづくり三法」の改正による影響が大きい。 

「まちづくり三法」とは、  ５  、都市

計画法、  ２  を指す。この法改正により、

床面積が１万平方メートルを超す大型小売店

舗などの大規模集客施設の出店は、「商業地域」

「近隣商業地域」「  ６  」のみに制限され

ることになった。さらに「  ６  」は、三大

都市圏と政令指定都市を除いて、原則制限さ

れる。 

立地別にみると２００９年(平成２１年)以

降、郊外地域が減少しているのをみても、「ま

ちづくり三法」改正のインパクトが大きかっ

たことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

語群 

1. 地方創生法 2. 改正地域再生法 
3. 大店立地法 

（大規模小売店舗立地法） 

4. 開業時間 5. 店舗から出るゴミ 
6. 大店法 

（大規模小売店舗法） 

7. 従業員数 8. 交通量規制 9. 地域商店街活性化法 

10. 中心市街地の活性化に関する法律 11. 店舗面積 12. 工業地域 

13. 準住居地域 14. 大気汚染 15. 準工業地域 

  

 

*立地別は 2015 年より 2 地域区分となっている 

■年次別 SCの開業動向

中心

地域

周辺

地域

郊外

地域

2001 43 8 9 26 17,226

2002 66 9 18 39 15,772

2003 63 9 12 42 21,199

2004 74 11 12 51 23,607

2005 71 8 10 53 22,036

2006 83 9 15 59 25,717

2007 97 17 18 62 23,705

2008 88 16 10 62 27,791

2009 57 10 14 33 16,283

2010 54 7 23 24 16,408

2011 54 7 21 26 19,029

2012 35 7 10 18 14,802

2013 65 6 23 36 18,763

2014 55 12 14 29 20,198

2015 60 8 52 - 19,942

出典：日本ショッピングセンター協会資料

開設年
オープン

SC数

立地別
1SC当り

平均面積

　(㎡)
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【第２問】〈配点８点〉 (解答番号は  ７  から １０ ) 

ＳＣ開発に関わる設計／関連手続き等のフローに関して、Ａ群の語句を用いてフローを完成し、Ｂ群の項目の

中から各フェーズに該当する業務内容を選びなさい。それぞれ番号を解答欄にマークしなさい。 

(両方正解ではじめて得点とする) 
 

 

 

【Ａ群】 

1.工事契約 

2.工事監理 

3.基本設計 

4.実施設計 

 

【Ｂ群】 

1. 防災計画書の作成 

2. ボリュームスタディ(求積の企画書による比較検討業務) 

3. 施工計画の承認 

4. 地質試験、地質調査 

5. 工事費概算書の作成 

6. 工事完了検査（竣工検査） 

7. 建設会社の選択 

8. 都市計画法などの確認 
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【第３問】〈配点１２点〉 (解答番号は １１ から １６ ) 

ＳＣの駐車場に関する次の文章を読み、文中の空欄に最も適切な語句を下記のそれぞれの語群から選び、そ

の番号を解答欄にマークしなさい。 
 

 

 

駐車場計画は、安全性の確保と誘導がポイントとなる。アプローチ計画では左折イン、左折アウトを原則と

したいが、大規模な駐車場の場合、 １１ を設けることも有効である。配置計画では、メインアクセス道路

からの視認性の確保や、敷地入口から建物入口やスロープを見通せることも確認する必要がある。 

車動線計画では １２ を駐車場敷地内部とするような設計とし、可能な限り明快な １３ を設けたい。

また、極力、 １４ の車動線とし、敷地内の交差点は優先車路が明確にわかる １５ を原則としたい。 

関連機器などの整備という観点でみると、 １６ は事前精算対応などのサービスアップだけではなく、不

正防止、駐車券紛失、マーケティングにも利用できる。また監視カメラの設置を多くすることで、当て逃げな

ど駐車場内事故の対応力を強化することができる。 

 

 

語群 

 
 

１１ 

 

1. 車寄せ 2. 隔地駐車場 3. 左折待避車線 4. Ｕターンレーン 

 

 

１２ 

 

1. 精算機 2. カーゲート 3. 満空表示 4. 滞留長 

 

 

１３ 

 

1. リングロード 2. クルドサック 3. (スピード)バンプ 4. バレーパーキング 

 

 

１４ 

 

1. 対面通行 2. 一方通行 3. 身障者対応 4. 立体駐車場優先 

 

 

１５ 

 

1. 道路標識付交差点 2. Ｔ字交差点 3. 十字交差点 4. 横断歩道付交差点 

 

 

１６ 

 

1. 電子マネー対応 
2. ＤＳＲＣシステム 

(ＥＴＣ認識) 

3. 24時間出入り 

自由システム 
4. 車番認識システム 

 

 

  



- 6 - 

 

【第４問】〈配点８点〉 (解答番号は １７ から ２４ ) 

以下に挙げるマーケット条件を考慮し、計画地★や駅前などにおける開発ポテンシャルに関して、正しいと考

えられる記述には1を、誤りと考えられる記述には2を解答欄にマークしなさい。 
 

 

＜条件＞ 

 計画地★から同心円状の人口規模は１キロメートル圏２万人、２キロメートル(０～２キロメートル)圏７万

人、３キロメートル(０～３キロメートル)圏１５万人、５キロメートル(０～５キロメートル)圏３５万人程

度。乗用車保有率は８０％程度の戸建て住宅中心のマーケット。 

 北側を走るバイパス沿いと幹線通りの交差点に店舗面積４万平方メートル程度のＧＭＳを核としたＲＳＣが

あるほか、ロードサイド沿いに家電量販店、紳士服店、レストラン、自動車関連サービスなどがみられる。 

 その他、計画地★真北には店舗面積５，０００平方メートル程度のホームセンター、西側幹線道路と旧道の

交差点には店舗面積１,２００平方メートルの食品スーパー、東側約２キロメートルに店舗面積１,０００平

方メートルのドラッグストアがある。 

 東南側約３キロメートルに鉄道駅(乗降客数２万人/１日)があり、駅前には食品スーパー(ＳＭ)などが立地

している。駅周辺は住宅密度が高くなっている。 

 計画地★はバイパスと並行して走る片側1車線の旧道沿いで、南北に走る生活道路との交差点に立地する。 

 

（計画地でＮＳＣ：近隣型ショッピングセンターやＲＳＣ：リージョナル型ショッピングセンターを

想定する際は、敷地面積や必要面積を確保できる前提とする） 

 

１キロメートル圏人口 ２キロメートル圏人口 ３キロメートル圏人口 ５キロメートル圏人口 

２万人 ７万人 １５万人 ３５万人 
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 １７ 計画地は、ＲＳＣとは２キロメートル程度しか離れていないため、ＮＳＣでは規模が小さく成

立性が懸念される。 

 

 

 １８ 計画地の１キロメートル圏人口は２万人程度なので、食品の消費支出で年間５０億円程度の潜

在購買力を見込むことができる。 

 

 

 １９ 乗用車保有率を考慮すると、計画地のような生活道路交差点でもＮＳＣの成立性はある。 

 

 

 ２０ 乗用車保有率や駅乗降客数を考慮すると、駐車場が整備できたとしても駅前でのＮＳＣの成立

性は低い。 

 

 

 ２１ 計画地で、先行ＲＳＣと同規模のＲＳＣを開発した場合、幹線道路とバイパスの交差点に面す

る先行ＲＳＣに対し劣勢となる可能性が高い。 

 

 ２２ ５キロメートル圏人口は複数のＲＳＣを成立させるパワーを有するため、計画地において、先

行するＲＳＣより大型のＲＳＣを開発したとしても成立が期待できる。 

 

 

 ２３ 駅立地であれば、食品専門店やカジュアルファッション店などの専門店を５０店舗程度複合す

る駅ビルが成立する可能性がある。 

 

 

 ２４ 当商圏で家電量販店を出店しようとした場合、バイパスなど幹線道路沿いより、駅前立地が望

ましい。 
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【第５問】〈配点８点〉 (解答番号は ２５ から ３２ ) 

ＳＣ開発の基本的な調査や分析に関する記述のうち、正しいものには１を、間違っているものには２を解答欄に

マークしなさい。 

 

 

 

 ２５ 商業人口は、ＳＣの計画地のマーケットパワーを実質的な購買力の観点から示すものである。

商業人口は、市町村の年間小売商品販売額を当該市町村の属する都道府県の年間小売商品販売

額で割ったものに、当該市町村の行政人口をかけあわせることで算出される。 

 

 ２６ 商業人口を用いて、計画地の吸引力を示す吸引度指数を算出することができる。吸引度指数は、

区域内の商業人口をその地域の昼間人口で割ることで算出される。 

 

 ２７ ハフモデルは、「店舗における消費行動は、店舗面積が大きく、距離が近いほど高まる」という

前提をもとに当該施設の吸引力を求める方法である。ファッションなど買い回り品について算

出する場合、距離の抵抗係数を小さくして計算することがポイントである。 

 

 ２８ ハフモデルの計算式のうち「売場面積」は、そのＳＣの魅力を表す。この売場面積の代わりに

取扱品目数や売上で代用することができる。 

 

 ２９ ハフモデルを利用して算出したシェアと対象エリアの世帯数をかけあわせることで、そのエリ

アの支持世帯数を算出できる。この数値に一人当たりの消費支出をかけあわせると、当該エリ

アの可能販売額が算出される。 

 

 ３０ ＳＣの開発段階で、コンセプトを検証するため、商圏となるエリアの生活者を対象とした調査

を行うことが多い。その際に有効なのは定量的なインターネット調査であり、グループインタ

ビュー調査は定量化できないため適さない。 

 

 ３１ インターネット調査は、回答者が事前に調査会社に登録しているネットユーザーに限定される

ほか、若者や高齢者の回答が得にくいというデメリットがある。 

 

 ３２ 街頭インタビューは、面談方式で調査員が回答シートを埋めていく方法だが、十分な時間を確

保することができないため、質問項目も制約される。質問量が少ないことから、コスト的には

割安である。 
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【第６問】〈配点８点〉 (解答番号は ３３ から ４０ ) 

テナントのトレンドや消費トレンドに関連する下記の記述に関し、空欄に入る最も適切な語句を下記の語群から

選び、その番号を解答欄にマークしなさい。 
 

 

 

矢野経済研究所の調査によると、利用者の満足度が高いＳＣの店舗数は、郊外ＲＳＣでは ３３ 

店舗程度、都心型のＳＣでは ３４ 店舗程度となっている。 

しかし、２０１５年(平成２７年)は大手アパレルメーカーが軒並み業績不振となるなどファッショ

ン商品の販売に陰りが出ており、その背景としてはＳＣ内店舗の ３５ も指摘されている。また、

スマホなどの通信費、旅行や食、ビューティ関連などに消費者がお金を使うウエイトが増加するな

ど、ファッションに対する消費を取り巻く環境の変化は、ＳＣとして認識すべき大きなポイントとい

える。 

繊研新聞の調査では、ファッション関連の専門店市場規模のうち、ユニクロやＨ＆Ｍなど、いわゆ

るバリュー業態の占める割合は ３６ ％を超えている。ユニクロやＨ＆Ｍなどは ３７ と呼ば

れ、世界でのチェーン展開により製造小売型のビジネスとして優位性を築いている。しかし、こうし

たビジネスモデルでも、相当な店舗数を持つなど販売力を伴わないと、 ３８ の回避のために売れ

筋に商品が絞り込まれ、売場に魅力がなくなるといった問題も指摘されている。 

飲食では、ＳＣにマッチする業態として、ファストフードに代わり、利便性だけでなくグルメ志

向、健康志向などに対応する ３９ がアメリカを中心に伸びており、日本でも市場拡大が期待され

ている。 

Ｅコマースでは、世界のどこからでもモノが買える、 ４０ が注目されている。中国などアジア

市場を中心に、日本の専門店も積極的に進出していくと予想される。 

 

 

語群 

３３ 1. １００ 2. ２００ 3. ３００ 4. ４００ 

 

３４ 1. １００ 2. ２００ 3. ３００ 4. ４００ 

 

３５ 1. 同質化 2. グレードダウン 3. 販売力低下 4. 固定化 

 

３６ 1. １０ 2. ２０ 3. ４０ 4. ５０ 

 

３７ 1. ＯＥＭ 2. グローバルＳＰＡ 
3. フラッグシップ 

ストア 

1. マルチチャネル 

リテイラー 

 

３８ 1. 返品 2. 単価上昇 3. 欠品 4. 在庫リスク 

 

３９ 1. ローカルフード 2. ユニバーサルフード 
3. フルサービス 

レストラン 
4. ファストカジュアル 

 

４０ 
1. マーケティング 

オートメーション 
2. 越境ＥＣ 3. 代理購入(代購) 4. エスクロー 

  



- 10 - 

 

【第７問】〈配点１０点〉 (解答番号は ４１ から ５０ ) 

下記のテナントの事業収支に関する問題文を読み、適切な番号を解答欄にマークしなさい。 

 

 

 

①下記の ４１ ～ ４３ は、次に挙げるいずれかの業種のテナントの事業収支を示したものであ

る。それぞれ最も適当と思われる業種を下記語群から選びなさい。 

 

 

 ４１  

 
 

 ４２  

 
 

 ４３  

 
 

 

４１ 

４２ 

４３ 

1. 家電量販店 2. 一般飲食店 3. 旅行代理店 4. エステティックサロン 

 

 

 

 

②スポーツ店、家電量販店、ホームセンターについて、粗利益率(売上総利益率)の高くなる順に並べ

ている選択肢を下記語群から選びなさい。 

 

 

 

  

宣伝費 賃料
減価

償却

水道

光熱費
人件費

その他

経費

営業

利益

売上原価

売上高

売上総利益

宣伝費 賃料
減価

償却

水道

光熱費
人件費

その他

経費

営業

利益

売上高

売上原価
売上総利益

宣伝費 賃料
減価

償却

水道

光熱費
人件費 その他経費 営業利益

売上高

売上原価
売上総利益

４４ 

1. スポーツ店＞ホームセンター＞家電量販店 

2. 家電量販店＞スポーツ店＞ホームセンター 

3. ホームセンター＞スポーツ店＞家電量販店 
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③次の文中の空欄に、最も適切な語句を下記のそれぞれの語群から選び、文章を完成させなさい。 

 

アパレル/ファッション店の粗利益率(売上総利益率)は、食品スーパーに比べて一般的に ４５ 。 

そのため、売上対賃料負担率は ４６ なる。また、サービステナントでは、理美容店の粗利益率

は旅行代理店と比較すると ４７ なる。 

ファッション関連では、ＰＢ商品を強化すると、粗利益率(売上総利益率)は一般に ４８ 。ま

た、日本の小売店の特徴として円安になると粗利益率(売上総利益率)は、一般に ４９ 。 

人手不足が顕在化した場合の事業収支への影響は、物販店と飲食店を比較すると、 ５０ といえ

る。 

 

 

語群 

４５ 1. 低い 2. 同程度である 3. 高い 

 

４６ 1. 低く 2. 同程度と 3. 高く 

 

４７ 1. 低く 2. 同程度と 3. 高く 

 

４８ 1. 向上する 2. 変わらない 3. 低下する 

 

４９ 1. 向上する 2. 変わらない 3. 低下する 

 

５０ 1. 物販店に出やすい 2. どちらも変わらない 3. 飲食店に出やすい 

 

 

  



- 12 - 

 

【第８問】〈配点１０点〉 (解答番号は ５１ から ５５ ) 

下記の出店条件表や賃料などテナントの収支計画に関する問題文を読み、適切な番号を解答欄にマークしな

さい。 

 

 

  

Ａ店 
Ｂ店 

（共益費込完全歩合） 
Ｃ店 

最低保証賃料 月坪180千円まで10％ 

10% 

固定賃料のみ 

月坪16,000円 

歩合賃料 
月坪180千円を超えた

売上に対し5％を加算 

共益費 月坪3,000円 月坪5,000円 

 

 ５１ 出店条件表のＡ店～Ｃ店を比較し、各店共に月坪効率２００千円の場合について、総合賃料（賃

料＋共益費）が高くなる順を選びなさい。 
 

５１ 1. Ｃ店>Ａ店>Ｂ店 2. Ｂ店>Ｃ店>Ａ店 3. Ａ店>Ｂ店>Ｃ店 4. Ａ店>Ｃ店>Ｂ店 

 
 ５２ 共益費を含む月坪賃料がＡ店＝Ｃ店となる場合の月坪効率を選びなさい。 
 

５２ 1. １４０千円 2. １６０千円 3. １８０千円 4. ２００千円 

 
 ５３ Ａ店の月坪効率が２４０千円の時、Ｂ店の月坪効率が最低いくらを超えるとＢ店の賃料がＡ店

の総合賃料を上回るか。 
 

５３ 1. ２００千円 2. ２２０千円 3. ２４０千円 4. ２６０千円 

 
 ５４ Ｃ店は共益費を含む賃料比率で１５％以内に抑えないと営業赤字となってしまう。最低必要売

上は月坪いくらとなるか。 
 

５４ 1. １００千円 2.１２０千円 3. １４０千円 4. １６０千円 

 
 ５５ Ｃ店からは敷金を固定賃料の１２か月分預かる。敷金の運用利回りを年間１％とするといくら

の月坪賃料に相当するか。 
 

５５ 1. １６０円 2. ８００円 3. １,６００円 4. １,９２０円 
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【第９問】〈配点１０点〉 (解答番号は ５６ から ６０ ) 

ＳＣの事業計画に関して適切な語句や数値を選び、その番号を解答欄にマークしなさい。 
 

 

 

 

 ５６ 初期投資を毎年生まれるキャッシュフローによって何年目に回収できるかという収益判断基

準。 

 

５６ 1. 単年度黒字化年度 2. 累積黒字転換年度 3. 借入金返済年度 4. 投下資本回収年度 

 

 

 

 ５７ 以下の表の災害報知設備を定額法で、８年で償却する際の毎年の減価償却費。 

 

取得価額 法定耐用年数 

２００万円 ８年 

 

５７ 1. １２．５万円 2. ２０．０万円 3. ２５．０万円 4. ４０．０万円 

 

 

 

 ５８ 賃料収益などの営業収入が５億円、ＢＭコスト、ＰＭコスト、諸税などの減価償却費を除く営

業支出が１．４億円の場合、キャップレート(期待利回り)を６％とする、このＳＣの評価額。 

 

営業収益 
営業支出 

（減価償却除く） 
キャップレート 

５億円 １．４億円 ６％ 

 

５８ 1. ６０億円 2. ７０億円 3. ８０億円 4. ９０億円 

 

 

 

 ５９ 上記ＳＣの売却価格が５０億円に留まった場合の売却時キャップレート。 

 

５９ 1. ６．０％ 2. ６．８％ 3. ７．２％ 4. ７．６％ 

 

 

 

 ６０ 不動産や設備の価値を維持または向上させるための設備投資に関する資本的支出。 

 

６０ 1. ノンリコースローン 2. ＩＲＲ 3. ＮＣＦ 4. ＣＡＰＥＸ 
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【第１０問】〈配点８点〉 (解答番号は ６１ から ６８ ) 

次ページに掲載した飲食店工事区分表ならびに内装監理に関する記述について適切な語句を下記の語群よ

り選び、その番号を解答欄にマークしなさい。 
 

 

 

一般的な工事区分では、Ｂ工事の施工は ６１ 、費用負担は ６２ になる。 

この工事区分表によると、厨房区画内に設ける空調機器を基準以上のスペックとする場合は、 ６３ 

になる。 

また、冷蔵庫/冷ケースの設置に伴う断熱工事は ６４ 、店舗内に設けるダウンライト照明は ６５ 、

スプリンクラーの移設工事は ６６ とそれぞれ解釈できる。 

内装監理の業務としては、内装施工説明会に向けて ６７ を作成する。実際のＣ工事において

は、テナント(工事業者)からの届出書類として ６８ などを受領し、安全性の確認をしたうえで受

付、承認する。また、入退館管理、搬入車両管理などでガードマンの配置を行うなど、テナント任せに

しない工事監理が必要である。 

 

 

語群 

６１ 
1. 出店者指定施工業者 

(事業主の承認必要) 
2. 共通内装施工会社 3. 本体工事施工会社 4. 内装監理室 

 

６２ 1. ディベロッパー 
2. ディベロッパーと 

テナント(出店者)が折半 
3. ケースバイケース 4.テナント(出店者) 

 

６３ 1. Ａ工事 2. Ｂ工事 3. Ｃ工事 4. 本体工事 

 

６４ 1. Ａ工事 2. Ｂ工事 3. Ｃ工事 4. 本体工事 

 

６５ 1. Ａ工事 2. Ｂ工事 3. Ｃ工事 4. 本体工事 

 

６６ 1. Ａ工事 2. Ｂ工事 3. Ｃ工事 4. 本体工事 

 

６７ 1. 工事許可承認 2. テナント施工指針書 3. 全体工程表 
4. 個別テナント白図 

および求積図作成 

 

６８ 
1. 火気･危険物持ち込み 

および使用許可 
2. 作業員名簿 3. 諸官庁届出 4. 設計変更届 

  



- 15 - 
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【第１１問】〈配点１２点〉 (解答番号は ６９ から ７４ ) 

過去２年程度の月刊誌「SC JAPAN TODAY」の『世界のＳＣ』『世界の専門店』をみると、世界のＳＣの潮流を垣

間見ることができる。次の文章の空欄に対し最も適していると思われる語句を語群より選びなさい。 
 

 

 

 

■世界のＳＣ 

ＳＣ先進国のアメリカでは拡張を伴う大規模リニューアルの事例が多く掲載されている。「ウエスト

フィールド･ヴァレンシアタウンセンター」や「ジ･オークス」では、 ６９ としての増床が行われ

ている。また、飲食機能を充実させたり、生活者の憩いの場とするなど地域コミュニティを重視して

いる点は日本と同様である。ヨーロッパでは、「マグナプラザ」など ７０ の事例がみられ、成熟型

社会の日本でも参考となる。一方、経済成長が続くアジアでは大型のＳＣ開発が進んでいる。食品ス

ーパーから高級ブランドまで幅広く取り揃えられ、中には、「ＳＭモール･オブ･アジア」のように総店

舗数約１，０００、 ７１ が複合されている事例も見られる。 
 

語群【６９から７１】 

1. 歴史的建造物再利用 2. 駅前再開発 3. 住宅商業複合 

4. 屋内スキー場 5. 商店街再開発 6. アウトレットタイプ 

7. バーチカルモール 8. カジノ 9. ハイブリッドタイプ 

10. テーマパーク 11. アイススケート場 12. パワーセンター 

 

 

■世界の専門店 

チェーン店の売上拡大を目指す手段として ７２ の事例(イタリアのキコミラノ、オーストラリア

のコットンオン、デンマークのジャック＆ジョーンズ、カナダのダイナマイト等)が多く掲載されてい

る。またゲス社のマルシアーノ、ジンボリーのジャニー＆ジャック等、基幹ブランドとは異なる年齢

層(ターゲット)や ７３ でのショップ開発により、顧客層の拡大化を図るケースも多くみられる。 

一方で、特定分野を掘り下げる専門店も増えている。ネット販売が主流となると、店舗はより専門

性、ソリューション力が求められることがわかる。事例としては、特定のテイストに絞り込んだ「テ

ィー･ツー」(お茶専門店)、 「アート･オブ･シェービング」(シェービングショップ) 、「 ７４ 」

(食器店)などが記事として紹介されている。 

 

語群【７２から７４】 

1. スーパードライ 2. グローバル化(国外への進出) 3. オムニチャネル 

4. ギャザリングプレイス 5. 製販直結(ＳＰＡ化) 6. グレード(価格帯) 

7. 高齢者ターゲット 8. クリック＆モルタル 9. カレン･ミレン 

10. ペーパー･ソース 11.ＳＣ出店 12. フィッシュズ･エディ 

 


